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能
の

美
み

市
し

の企
き

業
ぎょう

持
じ

続
ぞ く

可
か

能
の う

な
社
し ゃ

会
か い

をつくる

SDGsをめざす企
き

業
ぎょう

をさがそう

企
き

業
ぎょう

見
けん

学
がく

では、未
み

来
らい

への新
あたら

しい発
はっ

見
けん

があるのだ。

能
の

美
み

市
し

にはSDGsをすすめるたくさんの企
き

業
ぎょう

があるのよ。

小
こ

松
まつ

マテーレで染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

（浜
はま

町
まち

）

　小
こ

松
まつ

マテーレの「フアーボ」では、

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

やオリジナルクッション

づくりなど、せんいを楽
たの

しく学
まな

ぶ

ワークショップができる。専
せん

門
もん

ス

タッフがていねいに作
さ

業
ぎょう

をサポー

トしてくれる。高
こう

度
ど

で新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

でSDGsを推
すい

進
しん

していることも調
しら

べられる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

循
じゅん

環
かん

型
がた

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

大
だい

根
こん

の栽
さい

培
ばい

（辰
たつのくち

口中
ちゅう

央
おう

小
しょう

）

社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

アルミ缶
かん

回
かい

収
しゅう

から得
え

た収
しゅう

益
えき

の一
いち

部
ぶ

を車
くるま

イスに変
か

えているのよ。車
くるま

イスは市
し

内
ない

の施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

に寄
き

贈
ぞう

しているわ。

地
ち

域
いき

の協
きょう

力
りょく

を得
え

ながら、廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を回
かい

収
しゅう

しているのだ。回
かい

収
しゅう

のほか、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を処
しょ

理
り

して再
さい

生
せい

資
し

源
げん

につなげ

ているのだ。SDGsを意
い

識
しき

した活
かつ

動
どう

に

取
と

り組
く

んでいるのだ。

剪
せん

定
てい

チップや給
きゅう

食
しょく

食
た

べ残
のこ

しを有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

に変
か

えているのだ。その有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

っ

て、小
しょう

学
がく

生
せい

は一
いち

から育
そだ

てた大
だい

根
こん

を給
きゅう

食
しょく

で食
た

べているのだ。「食
しょく

のリサイクル」

について学
まな

べるのだ。

データ

日本海開発

連 絡 先	 0761-21-6867

住　　所	 能美市山口町727番地

SDGsへの取り組み

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の発
はつ

電
でん

所
しょ

内
ない

（宮
みや

竹
たけ

町
まち

）

宮
みや

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の 4 年
ねん

生
せい

は、宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の見
けん

学
がく

をしている。小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

所
しょ

も調
しら

べている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

マンホールのふた

下
げ

水
すい

道
どう

は、翠
みどり

ケ
が

丘
おか

浄
じょう

水
すい

セン

ター（山
やま

口
ぐち

町
まち

）へ流
なが

れていく。

美
うつく

しい環
かん

境
きょう

づくりにかかせな

い。予
よ

約
やく

して見
けん

学
がく

をしたい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

のパッカー車
しゃ

パッカー車
しゃ

に「未
み

来
らい

につなごう

豊
ゆた

かな海
うみ

」の言
こと

葉
ば

と浜
はま

小
しょう

学
がっ

校
こう

の

子
こ

どものアイディアが詰
つ

まった

イラストが描
えが

かれている。日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

はSDGs推
すい

進
しん

に積
せっ

極
きょく

的
てき

だ。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

の南
みなみ

さんの話
はなし

　もともと家
か

業
ぎょう

とは別
べつ

の職
しょく

業
ぎょう

についていまし
た。しかし、父

ちち

が体
たい

調
ちょう

を崩
くず

したことで現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

を引
ひ

き継
つ

ぎました。ごみを扱
あつか

う仕
し

事
ごと

はきれい
な仕

し

事
ごと

ではありません。「誰
だれ

かがせんならん」と
父
ちち

がよく言
い

っていました。今
いま

では、使
し

命
めい

感
かん

を
持
も

って取
と

り組
く

み「なくてはならない仕
し

事
ごと

」である
ことを発

はっ

信
しん

しています。学
がっ

校
こう

、地
ち

域
いき

、行
ぎょう

政
せい

の理
り

解
かい

がないと私
わたし

たちの事
じ

業
ぎょう

はすすめられません。
　社
しゃ

員
いん

を含
ふく

め、子
こ

供
ども

や地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

から元
げん

気
き

をも
らっています。この連

れん

携
けい

を小
しょう

学
がっ

校
こう

→中
ちゅう

学
がっ

校
こう

→高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

→大
だい

学
がく

→地
ち

域
いき

へとつなげていきたいです。
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翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター正
しょう

面
めん

（山
やま

口
ぐち

町
まち

）

第
だい

一
いち

発
はつ

電
でん

所
しょ

（岩
いわ

内
うち

町
まち

）

第
だい

二
に

発
はつ

電
でん

所
しょ

（宮
みや

竹
たけ

町
まち

）

サイホンの説
せつ

明
めい

を聞
き

く（宮
みや

竹
たけ

小
しょう

）

最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

の見
けん

学
がく

（浜
はま

小
しょう

）

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター 小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の水
みず

が、高
たか

い所
ところ

から低
ひく

い所
ところ

に

勢
いきお

いよく流
なが

れる力
ちから

を使
つか

って水
すい

車
しゃ

を回
まわ

し、

水
すい

車
しゃ

の回
かい

転
てん

で発
はつ

電
でん

機
き

を動
うご

かして電
でん

気
き

を

つくっているんだね。

2 つの発
はつ

電
でん

所
しょ

は一
いち

日
にち

中
じゅう

休
やす

みなく運
うん

転
てん

し、

１ 年
ねん

間
かん

で一
いっ

般
ぱん

家
か

庭
てい

の約
やく

3000世
せ

帯
たい

分
ぶん

に相
そう

当
とう

する電
でん

気
き

を作
つく

ることができるのよ。

第
だい

一
いち

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、石
いし

川
かわ

県
けん

ではじめて作
つく

ら

れた、農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

を利
り

用
よう

した小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

所
しょ

なのよ。最
さい

大
だい

出
しゅつ

力
りょく

6４0ｋＷの電
でん

気
き

を起
お

こ

すことができるのよ。

対象：４年生

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、第
だい

一
いち

と第
だい

二
に

の 2 カ所
しょ

あるの

だ。手
て

取
どり

川
がわ

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

土
と

地
ち

改
かい

良
りょう

区
く

事
じ

務
む

所
しょ

は、宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

と 2 つの発
はつ

電
でん

所
しょ

の管
かん

理
り

を

行
おこな

っているのだ。

第
だい

二
に

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、最
さい

大
だい

580ｋＷの電
でん

気
き

を起
お

こすことができるのだ。用
よう

水
すい

の途
と

中
ちゅう

に

沈
ちん

砂
さ

池
ち

を設
せっ

置
ち

しながら発
はつ

電
でん

がうまくい

く工
く

夫
ふう

を行
おこな

っているのだ。

用
よう

水
すい

は発
はつ

電
でん

だけでなく、お米
こめ

を育
そだ

てた

り、消
しょう

火
か

作
さ

業
ぎょう

につかったり、多
おお

くのこ

とに利
り

用
よう

されているのだ。

私
わたし

たちは毎
まい

日
にち

たくさんの水
みず

を使
つか

ってい

るぞ。料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、風
ふ

呂
ろ

、トイレなど

で使
つか

った水
みず

は、市
し

内
ない

にはりめぐらされ

た下
げ

水
すい

道
どう

を通
とお

って、翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター

に運
はこ

ばれるのだ。

汚
お

水
すい

はいろいろなものが混
ま

じっている

から、まずゴミを取
と

り除
のぞ

いてから「最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

」で沈
ちん

殿
でん

しやすい固
こ

形
けい

物
ぶつ

を取
と

り除
のぞ

くのだ。

次
つぎ

の「反
はん

応
のう

タンク」では、なんと微
び

生
せい

物
ぶつ

の

力
ちから

を借
か

りて汚
よご

れを分
ぶん

解
かい

しているの。「最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

」で汚
お

泥
でい

ときれいな水
みず

に分
わ

け

て、安
あん

全
ぜん

な水
みず

にして海
うみ

に返
かえ

しているの

よ。

汚
お

水
すい

をきれいにするにはいろいろな工
く

夫
ふう

があるんだね。

対象：４年生

データ

宮竹用水

連 絡 先	 手取川宮竹用水土地改良区事務所

	 （0761-51−0388）

交　　通	 宮竹第二発電所には駐車場有

	 （バス可）

調
しら

べてみよう

・宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

は何
なん

のためにあるのか調
しら

べてみよう。

・宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

を使
つか

ってどのようにして発
はつ

電
でん

をして

いるのか調
しら

べてみよう。

・七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

についても調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

データ

翠ヶ丘浄化センター

連 絡 先	 〒929-0126	

	 石川県能美市山口町ト75

	 Tel	0761-21-1882

調
しら

べてみよう

・１年
ねん

間
かん

にどれくらいの汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

しているの

か調
しら

べてみよう。

・汚
お

水
すい

と雨
あま

水
みず

はどうやって分
わ

けているのか調
しら

べ

てみよう。

・微
び

生
せい

物
ぶつ

の働
はたら

きについて調
しら

べてみよう。

・汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

した後
あと

に残
のこ

る汚
お

泥
でい

はどうなるのか

調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み
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データ

小松マテーレ　ファブリック・ラボラトリー

[ fa-bo (ファーボ) ]
住　　所	 〒929-0124

	 能美市浜町ヌ167番地

	 小松マテーレ本社工場内

Ｔ Ｅ Ｌ	 0761-58-0374

開館時間	 10:00～17:00

定 休 日	 火曜日（年末年始、GW、お盆期間）

料　　金	 見学無料、体験コーナー	500円(税込)/人 SDGsへの取り組み

　「ファーボ」の建
たて

物
もの

「カボコーマ」（炭
たん

素
そ

せんい複
ふく

合
ごう

材
ざい

料
りょう

）

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

オリジナルクッション作
づく

り

「カボコーマ」

小
こ

松
まつ

マテーレの工
こう

場
じょう

内
ない

未
み

来
らい

の都
と

市
し

（ジオラマ） 空
そら

飛
と

ぶ車
くるま

小
こ

松
まつ

マテーレ　ファーボ（浜
はま

町
まち

） 最
さい

新
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

がズラリとならぶ

見
けん

学
がく

コースに来
き

ました。小
こ

松
まつ

マテーレ

の開
かい

発
はつ

した最
さい

新
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

を見
み

ることがで

きるわ。「カボコーマ」は、「軽
かる

くて（鉄
てつ

の １ / 5 )、強
つよ

く、さびない」材
ざい

料
りょう

よ。か

んたんに持
も

ち上
あ

げることができるよ。

「カボコーマ」は、「ファーボ」の建
たて

物
もの

の補
ほ

強
きょう

に使
つか

われているのよ。外
そと

にカーテン

のように張
は

られたロープ状
じょう

のものだよ。

清
きよ

水
みず

寺
でら

などの文
ぶん

化
か

財
ざい

の地
じ

震
しん

対
たい

策
さく

にも使
つか

われているのよ。すごいでしょ。

小
こ

松
まつ

マテーレが考
かんが

える「未
み

来
らい

の都
と

市
し

」の

ジオラマがあるわ。環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

された

技
ぎ

術
じゅつ

を見
み

つけたり夢
ゆめ

の技
ぎ

術
じゅつ

を考
かんが

えたり

するのは楽
たの

しいわ。

「空
そら

飛
と

ぶ車
くるま

」のボディは、せんいで出
で

来
き

ているのよ。実
じつ

現
げん

するといいわね。

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・小
こ

松
まつ

マテーレは、どんな最
さい

新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

の素
そ

材
ざい

の開
かい

発
はつ

に取
と

り組
く

んでい

るか調
しら

べてみよう。

・小
こ

松
まつ

マテーレで行
おこな

われている

SDGsの取
と

り組
く

みについて調
しら

べ

てみよう。

小
こ

松
まつ

マテーレの工
こう

場
じょう

内
ない

を見
み

ることがで

きるのだ。大
おお

きなガラス窓
まど

から、清
せい

潔
けつ

で安
あん

全
ぜん

に気
き

を配
くば

られた工
こう

場
じょう

内
ない

と働
はたら

く人
ひと

のようすを見
けん

学
がく

できるのだ。こんなに

近
ちか

くで見
み

られるのはラッキーだぞ。

見
けん

学
がく

では、働
はたら

く人
ひと

のようすや説
せつ

明
めい

から働
はたら

きがいのある職
しょく

場
ば

を知
し

ってほしいのだ。

小
こ

松
まつ

マテーレは、せんいなどを染
そ

める

化
か

学
がく

素
そ

材
ざい

を扱
あつか

う会
かい

社
しゃ

なのだ。

せんいだけでなく医
い

療
りょう

や建
けん

築
ちく

資
し

材
ざい

など

にも取
と

り組
く

んでいるぞ。

「ファーボ」は、工
こう

場
じょう

で捨
す

てられる廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を新
あたら

しい物
もの

に生
う

まれ変
か

わらせる「アップ

サイクル」の体
たい

験
けん

ができる施
し

設
せつ

なのだ。

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

絞
しぼ

り染
ぞめ

などの染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

で、スマホ・メガ

ネ拭
ふ

きやマスクなどをつくってみよう。

編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

端
は

切
ぎ

れを利
り

用
よう

したミサンガなど編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

に挑
ちょう

戦
せん

！さぁ上
じょう

手
ず

に出
で

来
き

るかな？

オリジナルクッション作
づく

り

オリジナルクッションにハギレボール

を詰
つ

め込
こ

んで世
せ

界
かい

に一
ひと

つだけのオリジ

ナルクッションを作
つく

ろう！
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田
た

植
う

え②　横
よこ

一
いち

列
れつ

に並
なら

び苗
なえ

を植
う

える

田
た

植
う

え①　ワクをころがして印
しるし

をつける ハト麦
むぎ

茶
ちゃ

稲
いね

刈
か

り（写
しゃ

真
しん

3 枚
まい

は宮
みや

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

５ 年
ねん

生
せい

）

姫
ひめ

九
く

谷
たに

JAグリーン「能
の

美
み

の市
いち

」

学
がくどう

童農
のうえん

園で米
こめ

づくり体
たいけん

験 ６次
じ

産
さん

業
ぎょう

で価
か

値
ち

を高
たか

めるJA能
の

美
み

（能
の

美
み

農
のう

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

） 地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

　JA能
の み

美は、学
がくどう

童農
のうえん

園の取
と

り組
く

みをして

いるわ。市
し

内
ない

小
しょう

学
がっ

校
こう

４ 校
こう

の 5 年
ねんせい

生が、米
こめ

づくりの体
たいけん

験をして、米
こめ

の生
せいさん

産と食
しょくりょう

料の

大
たいせつ

切さを知
し

る学
がく

習
しゅう

の場
ば

になっているの。

　今
いま

は、農
のう

業
ぎょう

機
き

械
かい

で行
おこな

う田
た う

植えや稲
いね

刈
か

り

は、むかしはすべて手
て

作
さ

業
ぎょう

だったのよ。

　「姫
ひめ

九
く

谷
たに

」は、JA能
の み

美が販
はんばい

売する減
げん

農
のう

薬
やく

で有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

って育
そだ

てたお米
こめ

なの。

コシヒカリの中
なか

でもおいしいと言
い

われ

るわ。味
あじ

の秘
ひ

密
みつ

は、こだわりの有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

にありそうよ。「土
つち

づくり」にこだわ

る生
せいさんしゃ

産者の気
き も

持ちが伝
つた

わるわ。どんな

肥
ひ

料
りょう

かしら？

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・米
こめ

づくり体
たいけん

験をして感
かん

じたことをまとめてみよう。

・JA能
の み

美の「６次
じ

産
さん	ぎょう

業」の取
と

り組
く

みを調
しら

べてみよう。

・「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」の良
よ

い点
てん

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に農
のうさんぶつせいさん

産物生産と流
りゅう

通
つう

と消
しょう

費
ひ

者
しゃ

と

の関
かんけい

係で調
しら

べて考
かんが

えよう。

データ

能美農業協同組合（JA能美）
電　　話	 0761-57-3505（代）

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6410

住　　所	 能美市粟生町ヨ1番地

　能
の み し

美市は、ハトムギの特
とく

産
さん

地
ち

なのだ。

末
すえのぶまち

信町で、栽
さいばい

培しているぞ。JA能
の み

美は、

手
て

取
どり

川
がわ

の水
みず

を使
つか

ってハトムギをお茶
ちゃ

に

加
か  こ う

工しているのだ。ティーパックやペッ

トボトル飲
いん

料
りょう

などで販
はんばい

売されているぞ。

　ラベルに「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」と書
か

いてあるのだ。

　JA能
の み

美は、「 6 次
じ

産
さんぎょう

業」にがんばって

取
と

り組
く

んでいるので、このほかにも商
しょう

品
ひん

があるぞ。

　JAグリーン能
の み

美「能
の み

美の市
いち

」は、新
しん

鮮
せん

で安
やす

くて安
あんしん

心な品
しなもの

物が買
か

えるぞ。地
じ

元
もと

の農
のう

家
か

が作
つく

った野
や  さ い

菜や果
くだもの

物や農
のう

産
さん

加
か

工
こう

品
ひん

があるのだ。

　つくった農
のう

家
か

の人
ひと

の名
な

前
まえ

がわかるの

で「顔
かお

が見
み

える」安
あんしんかん

心感が人
にん

気
き

。JA能
の み

美

はここでも「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」をめざしている

のだ。

　田
た う

植えの準
じゅん

備
び

は、田
た

をきれいにならし

た後
あと

、ワクをころがして（田
た う

植え①）印
しるし

を

つけるのだ。なかなか難
むずか

しい作
さ

業
ぎょう

なのだ。

　いよいよ田
た う

植え（田
た う

植え②）。タテとヨ

コの線
せん

の交
まじ

わった所
ところ

に、苗
なえ

を 2 ～ 3 本
ぼん

植
う

え付
つ

けるのだ。浅
あさ

くても、深
ふか

くても

ダメ。どろの中
なか

で足
あし

を取
と

られるのでゆっ

くりゆっくり進
すす

むのだ。

　稲
いね

刈
か

り作
さ

業
ぎょう

は、暑
あつ

いけど長
ながそで

袖と長
なが

ズボ

ンでやろうね。手
て

袋
ぶくろ

もしてね。鎌
かま

はノコ

ギリのついた歯
は

で、稲
いね

の株
かぶ

を一
ひと

つ一
ひと

つサ

クサクと刈
か

るの。刈
か

った稲
いね

は、刈
か

り取
と

っ

た株
かぶ

の上
うえ

にていねいに倒
たお

して置
お

いてね。

　稲
いな

穂
ほ

がしっかり実
みの

っていることを確
たし

かめるといいよ。これが、お米
こめ

になるの

よ。日
に

本
ほん

人
じん

の主
しゅ しょく

食は、お米
こめ

なの。大
たいせつ

切

にしようね。

４月
がつ

９月
がつ

ことば　６次
じ

産
さん

業
ぎょう

　第
だい

１次
じ

産
さん

業
ぎょう

の農
のう

業
ぎょう

生
せい

産
さん

者
しゃ

が、第
だい

２次
じ

産
さん

業
ぎょう

（製
せいぞう

造・加
か	こう

工）と第
だい

３次
じ

産
さん

業
ぎょう

（販
はんばい

売・

サービス）にも取
と

り組
く

んで生
せいさんぶつ

産物の価
か ち

値

を高
たか

め、所
しょとく

得を増
ふ

やすことをめざすこ

とをいう。




